
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各地区ごとの整備方針(案)

資料２ 

【内 容】 

 

 １．熊本駅周辺地域の将来ビジョン     １ 

 

 ２．まちなみ形成ゾーン          ５ 

 

 ３．各地区ごとの整備方針（案）      ８ 
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１．熊本駅周辺地域の将来ビジョン（案） 
 １－１ 駅周辺地域の将来像(案) 
                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１－２ 導入機能の配置構成(案) 
 

  ～ 人・文化・自然と出会う 『駅空間』 ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎東口と西口の相乗効果による九州の交流拠点、熊本の情報発信拠点としての機能を発揮。 
◎「交流し情報発信する拠点」を賑わいの中心とし、各機能連携の中心的役割を果たす。 
（駅前広場・高架下および駅広隣接部） 

 
九州・熊本の情報発信の場 

 
 

 
 
 
 
 

新しい都市生活を創造する場 

 
 
 
 
 
 
 
 

多種多様な人々が交流し情報発信する拠点 
 
 
 
 
 
 

まちづくりの方向性 

■九州・熊本の情報発信の場･･･広域交通結節点をいかして、産業・観光・教育・文化等の情報を発
信する場を形成 

■新しい都市生活を創造する場･･･これまで育まれてきた生活環境と調和のとれた、生活利便性及び
自然の豊かさ・空間のゆとりをいかした住宅地を形成 

■多種多様な人々が交流し情報発信する拠点･･･多種多様な情報や交流の中心的役割を果たす活動
拠点(広場)の形成 

■水・緑・歴史と出合う場･･･万日山・花岡山や白川・坪井川の水・緑の魅力を街なかに引き込む空
間として、アメニティ軸を形成。熊本の歴史をアピールする場。 

■誰もが安全で安心できるまち･･･交流拠点の基本的事項として、人にやさしいまちづくりの実施 
 

 

  

将 来 像 

『出会いとふれ合いの副都心』 

～人・文化・自然と出会う  駅空間～ 
 熊本駅周辺地区に集う、ビジネスマン、観光客および居住者等が九州・熊本の魅力と個性(自然の
豊かさ、独自の歴史性、特色のある産業、新しいライフスタイル)を素材とした情報発信と交流を行
うことにより、より多くの人々を惹きつける「駅空間」を形成する。 
 多目的に人々が集まり、情報交換や交流したり、休息できる場は、まちにとっての「広場や公園」

であり、駅と一体となった交流空間として、『パーク・ステーション』づくりを目指す。 

 

 

熊本駅 

合同
庁舎

都心部アクセス

市街地アクセス広域アクセス 

広域アクセス 

新しい都市生活を創造
する場 

九州・熊本の情報発信
の場 

交流・情報発信の活性化 

イメージ向上 

生活サービス・生活文化
創造の場 

都市活動と交流を支える
場(都市サービスの拠点) 

多種多様な人々が交流
し情報発信する拠点 

機能補完 機能補完 

水と緑・歴史と出合う場
(アメニティ軸) 人にやさしい 

まちづくり 

白川 

 

花岡山 

万日山 

新しい都市生活を
創造する場 

           九州・熊本の
           情報発信の場

多種多様な人々が交流
し情報発信する拠点 ● 森の都熊本の

玄関口機能 
● 生活文化創造
機能 

● 居住機能 

● 九州の中央都
市としての玄
関口機能 

● 広域行政・業務
及び教育機能

● 情報発信機能

● 交流拠点機能 
（活動の場） 

● 交通結節点機能 
● サービス機能 

西  口 東  口 

●都市サービスの拠点…商業・業務機能および情報発信・交流の拠点的機能の確保
           （駅前広場に面する街区、東Ａ地区での拠点形成） 
●広域行政・業務機能…熊本合同庁舎を核とした九州全域の行政・業務集積 
●教育機能…交通利便性をいかした教育施設等の集積と文化・情報発信の場の確保
●情報発信機能…熊本および九州全体の情報発信(観光情報・産業関連情報等) 
         

熊本・九州をアピールし、情報が行き交う「出会い」の場づくり 

●森の都熊本の玄関口機能…県都の玄関口にふさわしい景観形成
             交通結節点機能 
●生活文化創造機能…駅西側から直接駅の利用が可能となることから、駅と西側の

市街地が一体となる新しい生活文化の創造 
●居住機能…駅との近接性をいかし、一般住宅地と調和のとれた、新しい生活形態

に対応する都市型住宅の供給・提案 
 

これまでの生活環境と調和のとれた、新しい都市生活を 
提案する「ふれ合い」の場づくり 

●交流拠点機能(活動の場)…人々が集まり、活動するための中心的な広場の確保
             イベントに対応できる広場と周辺施設と一体的な賑わ

い空間の創出 
●交通結節点機能…新幹線・在来線のほか、市電、バス、タクシー、一般車の交通

結節点 
         熊本駅を起点とした天草・阿蘇等への観光ターミナル 
●サービス機能…駅に集まる人々へのサービス拠点(飲食・情報・物販・宿泊など) 
 

多種多様な人々が集い、交流する「出会いとふれ合い」の広場づくり 
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２．基本的構成（案） 
 （１）土地利用配置の考え方（案） 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくりのゾーニング 土地利用 

 

人と情報の交流ゾーン 

●中心商業・業務施設地 
 〇東口･･･商業業務施設や教育施設、飲食

店、宿泊施設等が立地する都市

活動のサービス拠点 
      (高度利用の促進) 
 〇西口･･･生活サービス施設や文化・余暇

活動施設が立地する生活サービ

ス型商業・業務施設地 
 

情報化社会を切り開くゾー

ン 

●商業・業務施設地 
 〇駅利用者や学生のサービス施設と(仮)熊

本市図書情報センターを核とした生活

文化関連サービス施設を中心とした商

業・業務施設地 
 

新しいタウンライフを提供

するゾーン 

●アミューズメント・情報機能を中心とし、

商業・業務・飲食機能等の土地利用 

 

生活文化を創造するゾーン 

 
●駅周辺を商業・業務系の土地利用、その周

辺を都心居住・商業・飲食系の土地利用 

 
地域コミュニティを育むゾ

ーン 

 
●住宅を中心として商業・業務の調和のとれ
た土地利用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  まちづくりのゾーニングをもとにして、駅前広場を中心に、賑わいのある商業・業

務地と拠点的施設を配置し、その後背地に複合地(住宅および商業・業務施設)、住宅

地を配置することにより、賑わいと安らぎのあるまちづくりを実現する。 

駅前広場 

商業・業務施設地 

都市型居住・複合地 

一般住宅・複合地 

熊本合同庁舎 

情報交流拠点施設
(仮)熊本市図書情
報センター

放送局 
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（２）基本的構成図(まちづくり構想図)【案】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

s=1/7500 

東Ｂ地区 

南Ｂ地区 

南Ｃ地区 

 
 

東Ａ地区 

南Ａ地区 

 

万日山 

北地区 

坪井川 

 

二本木Ｂ地区 

白川 

二本木Ａ地区 

幹線道路 

駅前広場 

商業・業務施設地 

都市型居住・複合地 

一般住宅・複合地 

公園・広場 

出会いとふれ合いの広場 

・駅前広場と周囲の拠点施設等に
により、賑わいのある交流の舞
台を形成 

アメニティ軸 

・出会いとふれ合いの広場と万日
山・白川を結ぶシンボル性の高
い景観軸および活動軸 

北の回遊拠点 

・都心部からのゲートエリアにふ
さわしいシンボル性の高い緑
地・水辺空間 

情報交流拠点施設 

・情報発信、学習および商業機能

を有する複合的な交流拠点 

水と緑の舞台 

・白川・坪井川の親水空間と都市
的空間の調和を図ったシンボル
的なオープンスペース 
・白川河川敷活用のセンター的役
割(休憩施設及び案内施設等) 

・商業業務施設・飲食施設や都市
型住宅、ホテル等からなる都市
型サービスの拠点地区 

街
まち

のみち 

・駅前広場を起点として、拠点的

施設や水辺空間等を結ぶ歩行者

系の回遊軸 

熊本合同庁舎 

南の回遊拠点 

・合同庁舎と坪井川と一体になっ
たオープンスペース 
・イベントや回遊の拠点 

・商業業務施設や教育施設等が集
積する交流を促進する拠点 

駅前の顔となるみち 

・駅と商業業務地を結ぶ主要歩行
者軸であり、市電を利用する街
なか交通軸 
・広幅員の道路に人と市電と車が
共存する熊本の顔 
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２．まちなみ形成ゾーン 

 ２－１ まちなみ形成及び市街地整備ゾーンの設定 

（１）まちなみ形成軸及び新たな歩行者の回遊動線の設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市街地整備ゾーン 

① ①西側は区画整理事業による計画的な整備が進められていることから、東側の主軸である“ア

メニティ軸”及び“駅前の顔となるみち”について、「出会いとふれあいの広場」から１）水

と緑の舞台への軸線、２）北の回遊拠点への軸線、３）南の回遊拠点への軸線については、

各アメニティ空間を結ぶ人の流れのメインとなることから、「まちなみ形成軸」と設定する。

 
②まちなみ形成軸周辺を『まちなみ形成ゾーン』と位置づけ、沿道は熊本駅周辺にふさわしい

まちなみや人に優しいアメニティ空間を形成するために、民間開発等にあわせた壁面後退等

により、公共空間の創出やまちなみ景観形成を誘導する。 

まちなみ形成ゾーン及び新たな歩行者の回遊動線となる“街
まち

のみち”を含む北地区・南Ａ地

区・東Ａ地区・東Ｂ地区・二本木Ａ地区を『市街地整備ゾーン』と位置づけ、民間開発や個別

建て替え等に伴い、良好なまちなみを形成するとともに、地区施設等の整備を進める。 

まちなみ形成ゾーン・市街地整備ゾーン 

市街地整備ゾーン 

北地区 

東Ｂ地区 

二本木Ａ地区

南Ａ地区 

東Ａ地区

まちなみ形成軸及びまちなみ形成ゾーンの設定 

北地区 

東Ｂ地区 

二本木Ａ地区 

二本木Ｂ地区 

南Ａ地区 

南Ｂ地区 

南Ｃ地区 

西地区 

③南の回遊拠点へ

の軸線 

東Ａ地区 

まちなみ形成ゾーン 

②北の回遊拠点へ

の軸線 

①水と緑の舞台へ

の軸線 
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２－２ まちなみ形成ゾーンのイメージ 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《 駅前広場から熊本駅新外線を見たイメージ 》 

《 熊本駅新外線から駅前広場を見たイメージ 》 

・  
熊本駅新外線は、表玄関となる東口のシンボルロードとして、また駅東西を結ぶアメニティ軸

の要衝として重要な機能を担う道路である。このことから、ゆとりある歩行空間ならびに十分な

緑化スペースを確保し、緑を感じながら楽しく歩ける歩行空間を提供する。 

熊本駅新外線  シンボルロードとしてゆとりある歩行空間を提供 

熊本駅新外線の空間構成イメージ   kumamotoeki shinhokasen 

【標準平面構成イメージ】 

【標準断面構成イメージ】 
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《 駅前から田崎方面を見たイメージ 》 
 

熊本駅城山線は、南北を結ぶ駅前通りとして、また従来から親しまれている“電車通り”とし

て駅周辺の主軸となる道路である。このことから、ゆとりある歩道スペースを確保し、市電と共

存しながらだれもが安全かつ快適に通行できる歩行空間を提供する。 

熊本駅城山線  駅前通り、電車通りとして快適な空間を提供 

熊本駅城山線の空間構成イメージ   kumamotoeki johsansen 

【標準平面構成イメージ】 

【標準断面構成イメージ】 
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《 ニューオータニ前から駅前方面を見たイメージ 》 
 

熊本駅北部線は、熊本駅城山線と同様に“電車通り”として親しまれている道路であり、熊本

駅城山線とともに駅と市内方面を結ぶ主軸となる道路である。このことから、ゆとりと快適性を

もたせた歩行空間を提供する。 

熊本駅北部線  駅～市内方面を結ぶ快適な空間を提供 

熊本駅北部線の空間構成イメージ   kumamotoeki hokubusen 

【標準平面構成イメージ】 

 


